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脳の中にプラスティックスプーン1本分のマイクロプラスティック！

望んだ形ではなかったけど、納得のいくお産ができた私の経験
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米国ニューメキシコ大学の研究チームが、2016年(28
体)と 2024年(24体)の人体解剖から得られた結果、脳
内には、マイクロ及びナノプラスチックが大量に蓄積
され、腎臓や肝臓と比べると、最大で 30 倍にも及んで
おり、脳重量比で 0.5％に相当する 7ｇのプラスティッ
ク(標準的プラスティックスプーン1本分)が存在するそ
うです。また、2024年は 2016年より約 50％も増加して
いるとか。通常脳には「血液脳関門」という防御機能
があり、有害な物質が脳に侵入するのを防いでいるの
ですが、プラスチック粒子は、このバリアを通り抜け
ていた様です。また、脳は脂肪分が多い組織で脳内の
脂肪にプラスティックが取り込まれて排出しにくなり、
蓄積されていったのではとも言われています。健康へ
の影響は現時点では不明と言われていますが、認知症
を患っていた人の脳では、そうでない人の脳と比べて、
マイクロプラスチックの濃度が 6倍と言うデータも有
ります。近年の研究で、人間の血液から脳、心臓、精
巣に至るまで、あらゆる臓器に入り込むことがわかっ
ており、ニューメキシコ大学の 2025年1月30日付の研
究論文によれば、早産児の胎盤には正期産児
に比べて高濃度のマイクロ及びナノプラスチ
ックが蓄積していることが判明し、それが早

産リスクに関与している可能性があるらしく、
また、中国の研究ではマウスの脳で、マイクロプラス
チックと脳梗塞との関連が確認されたとも言われてい
ます。
そもそもマイクロプラスティックの元になるゴミ袋

や食品トレー、発泡スチロール等は 1860 年代アメリカ
でのセルロイドの発明から始まり、第2次世界大戦頃よ
り、多くの商品開発がされ一般的に普及したそうです。
生活の中で普通に存在するようになって 100年も経た
ない物質が、地球上の海洋にマイクロ状態に分解され
て漂い、あるいは海底土壌に蓄積され、生態系に多く
の影響を及ぼし、これから先も影響し続けるのです。
また、マイクロから更に細かいナノプラスティックと
呼ばれる状態になると大気中に「塵」として漂ってい
るそうです。息をする度に吸い込んでいるのかと思う
と、呼吸も苦しくなりませんか。
世界はプラスティックによる汚染を終わらせるため、

国際条約策定に向け政府間交渉を何度も実施していま
すが、プラスティック原料である石油の産出国が規制
反対立場を崩さず、条約制定に至らないよう
です。地球環境や生命体への影響を考えて
いち早い規制を制定してほしいと願います。

1人目の出産から辿り着いた選択
病院で妊婦健診に違和感。違和感を抱えながらも出

産。病院の方針に従う受け身の出産を経験。お産に対
するネガティブな記憶。「次は自然なお産がしたい」「助
産院で産みたい」。初めての子どもは可愛く、嬉しかっ
たけれど、出産で傷ついたままでの子育ては、出産自
体が辛い経験となり、泣いていることが多かった。
そんな時、ある助産師さんを紹介してもらい出会い

ました。出産の話をし、具体的な言葉は覚えてません
が「前を向きなさい」という内容の言葉をかけていた
だき、それからドンドン道が開けていきました。
また、妊娠後期、吉村正先生の本を読み、「自然なお

産」を知りました。その時に病院の妊婦健診で自分が
感じた違和感はこれだと気付いたのです。助産院での
出産に憧れたものの、その時は転院するなどの行動に
は移せませんでした。

次は自然なお産がしたい！
1人目の出産を経て、「次は自然なお産がしたい」と

心から思いました。受け身ではなく、自分で行動を起
こすこと、変わろうとすることが大切だと感じた事が 2
人目のお産に向けた私の大切な一歩でした。助産院で
の出産を選ぶ理由となりました。

1人目のお産後、私のお産って普通？あれはなんだっ
たの？支えてくれる家族はいたけれど、孤独や戸惑い

疑問について相談できる人がいなくて、結果、孤独で
した。出産で傷ついた経験から 6年の間に心地よいと
思える環境を少しずつ手にしてきました。2人目は「絶
対に助産院で産む！」という願いは叶わなかったけれ
ど、総じて幸せです。そして、2人目の妊娠期間は本当
に幸せでした。以前経験した機械的な妊婦健診ではな
く、ゆっくり対話できる毎回の妊婦健診が楽しみでし
た。息子も一緒に胎動を聞き、興味津々にしていた姿
が印象的でした。また、妊婦の私とお腹の赤ちゃんの
ことだけでなく、家族丸ごと受け入れて接して下さっ
た事が、何よりも嬉しかったです。
助産師さんと密に関わる事が、こんなに良い影響が

あるのだと言うことを肌で感じていました。妊娠期間
から伴走して下さり、今もそばにいて下さる助産師さ
んとの日々は私にとって本当に宝物です。その助産師
さんに娘を取り上げてもらうことは叶いませんでした
が、それ以上にかけがえのない経験を沢山しました。
全てに感謝しています。勿論、夫も最後まで
支え続けてくれ、私の要求に全力で応えてく
れた事に感謝しています。妊娠中はずっとイ
エスマンでいてくれました。

孤独ではなく安心感に満ちた時間になった
今度も予定日超過するのではないかと不安は常にあ

りましたが、最後の方は「絶対に助産院で産む産める」

お産体験談
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と強く思っていました。しかし、1 人目の時と同じく
予定日を超えても生まれてきそうな気配はなく、どん
どん日が経っていきました。予定日を超えると助産院
で産めるタイムリミットが有るため、陣痛がこない日
々は本当に辛かったです。辛かったけど、夫と息子や、
助産師さんがずっと側にいてくれて、同じ思いでいて
くれることを深く感じたため、一人っきりで落ち込む
ようなことがなく本当に良かったです。
そしてとうとう助産院で産めるタイムリミットを迎

え、連携先病院に入院予定の朝を迎えてしまいました。
ベッドから起き上がれず、その場で夫と一緒に泣きま
した。本当に悔しかったです。しかし、悔し涙を流す
と同時に、産む場所は違っても「自分で産むことは変
わりない」と思えました。しっかりとこれまで家族と
助産師さんとで築き上げてきた『助産院魂』が自分の
中に宿っていたのだと思います。『私なりに』ではある
けれど、前を向きなさいと諭してくれた助産師さんの
座右の銘「人事を尽くして天命を待つ」ができたと思
っています。

病院でも素敵な体験と出会い
入院してから生まれるまでの二日間で、私はバース

プランに書いた希望を積極的に助産師さんやお医者さ
んに何度も確認しました。しつこいくらいに聞いてい
たと思います。ここで自分らしさを失ったらダメだと
思う反面ややこしい人だと思われているかなと心配に
なる気弱な自分もいました。
勤務時間の兼ね合いで、担当して下さる助産師さん

が変わっていく中、深いお話ができた助産師さんにこ
んな事を伝えました。「私は細かいことを色々言ってし
まっているんですが、病院で規則があることはわかっ
ています。できないことは言ってもらったらわかる妊
婦ですと、皆さんにお伝え下さい。」と、そうすると「今
日一日関わらせてもらってあなたがどんな人かわかる
よ。」と言って下さり、大丈夫だよと暖かい眼差しを向
けて下さいました。気持ちや希望を伝えることで、全
て希望通りになるわけではないけれど、無駄ではない
し、必ず伝わるという事を感じました。
入院二日目の夜を迎え、規則的な陣痛が来ず、また

明日に持ち越しかな～と諦めていた 21 時頃に担当の助
産師さんが交代しました。その人の顔を見たときに
「あ、私この人の担当の時に産む」と直感し、そこか
らスイッチが入ったのかどんどん規則的な陣痛になっ
ていきました。夫にも連絡、23時頃に来て
からはずっとさすってくれていたのですが、
買い物をするのに途中いなくなったのは陣
痛 2回ほどの間だったのに、戻ってきた夫
に「遅い！ばかやろう！」と言ったことを覚えていま
す。それくらい夫がいなかった時間が心細かったので、
陣痛の間支えになってくれていたのだと思います。
子宮口全開になった時に、まだ陣痛室のベットにい

ました。分娩室に歩いて行くよう言われたのですが、
いや、無理やろう思い、「どうやって行くの！」と叫ん
だのを覚えています。やっとの思いで隣の部屋の分娩
台に行き、横向きに寝ました。バースプランの確認の
時に横向きの出産はできないと言われていましたが、
土壇場でなんとかなるかもと「横向きが良い」とごね

て粘ったのですが無理でした。仰向けにな
り、2回ほど息んだら産まれました。

思いを伝え、納得のいくお産に
出産後に担当してくれた助産師さんと話している時

に「受け身な出産をする人が多いけれど、貴方の出産
は違った。いいお産だったと思います。」と言って下さ
り、私は誇らしい気持ちで胸がいっぱいになりました。
こういう言葉を頂けるくらい、お産に携わってくれた
方々とコミュニケーションを取ることができました。
私自身、病院でお産に携わってくれた方々を信頼す

ることができたのは、それまでに助産院の助産師さん
達と積み重ねた日々のお陰だったと感じています。過
度に不安を感じることなく、自分の意思を伝える事が
できたお産になり良かったです。
こういった経緯で私のお産は 1 回目のお産もひっく

るめて「納得のいくお産」となりました。周りで支え
てくれた人達のお陰です。1 回目のお産も意味のある
ものでした。出産を通して得られたもの、2人目の出産
では産み場所は理想通りではなかったけれど、大切な
ものを沢山得ることができました。
自分の意思をしっかり伝える勇気・自分自身を信じる力・

周りの人と協働する力・人に支えられる事の大切さを知り
ました。主体的な姿勢は必ず相手に伝わると言うことも
知りました。自然なお産という形にこだわっていたけ
れど、お産は形だけでなく、自分自身がどう向き合う
かの姿勢と、それまでの過程も大切だということに気
付きました。お産はコントロールできないけれど、自
分の見方次第で世界は変わります。出産は自分 1人だ
けのものでなく、その人なりに周りの人の支えが必ず
あるのではないかと思います。そして、もしお産で傷
ついたとしても、自分自身を信じることと、周りの人
に助けてもらうことで何年かかってでも、
その傷は癒えていくのだと思います。
「1人でも多くの方が自分らしいお産に出
会えますように。」 O記

お産子の家イベント紹介
2日(日) 8:00～太郎坊に登ろう会(雨天中止)
4日(火)10:30～ マミーハウス
8日(土)13:30～ しあわせお産相談会

10日(月)13:30～ ベビーマッサージ
11日(火) 9:00～ 鍼灸の日
15日(土)13:30～お産塾
18日(火)10:30～ 産後セルフ整体

13:00～ 産前セルフ整体
22日(土)13:30～ 八幡ママパパレッスン
26日(火) 9:00～ 鍼灸の日

八幡・助産院月の小屋
17日(月)10:00～13:00
「ごちゃ混ぜチャンプルーな 居場所猿の群れ」

30日(日) 11:00～14:00
「子どもマルシェ」

【おっぱい塾】10:00～
7日(金)お産子の家
13日(木)八幡ことしん
25日(火)水口まるーむ
27日(木)安土コミセン

お産の体験談
が聞けます。
医療機関で出
産予定の方も
ご参加OKで
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